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背景

•リリースされてからのバグが多すぎる

•テストケースの作成にコストがかかりすぎる

•テストケース自動生成がうまくいっていない？

•マルチタスクや割り込みに関するバグは研究内
容として掘り下げれていない？
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目的(研究タイトルにあたる)

•カバレッジテストは必要だがコストが高い？た
め実際には行われていない？ので実装できるレ
ベルの低コストを目指す(ホワイト)

•テストケースの自動化を行う.(機械学習などを
用いて・fuzz？)(ブラック)
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問題点

•コスト高い
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アプローチ
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次回までの課題

•面白い論文を見つけて読む.周りの系統調べて
自分の興味のある分野をなんとなく知る.
そのあとに新しい分野を探す.

•テストの知識が必要→本を読む

論文の読み方

•論文のアブストを読む(ASE,FSE,ICSE)

• ICSE勉強会を読む(直近2,3年)
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